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R８.５.１ 池田保育園 

熱やおう吐、下痢などからの病み上がりは、家で

は元気でも、園で長時間過ごすまでには回復してい

ないことはよくあります。そんな時期に無理をする

と、ぶり返してかえって長引くおそれがあるので、

登園再開の目安を守って、しっかり回復する時間を

とってください。 

 

１日（金） 0 歳児発育測定 

７日（木） １歳児発育測定 

８日（金） ２歳児発育測定 

1１日（月） 幼児発育測定 

２１日（木） 眼科健診  

※欠席された方は後日健診に行って頂きます。 

保健行事予定 

春の風が心地よく、気持ちの良い季節になりました。子どもたちは新しい環境に少しずつ慣れてきて、

周りに目を向け探索を楽しんだり、自分の好きな物や場所、遊びを見つけ、保育士や友達と一緒に遊ぶ姿

も増えてきました。 

4 月は熱や咳、腹痛や嘔吐の症状でお休みしたお子さんが数名いましたが、感染症の報告はありません

でした。新しい環境になり、疲れが出たり、気温差が大きかったりするので体調を崩しやすい時期です。

お子さんの体調には留意して頂き、体調がすぐれない時は、早めに受診し、休養が取れるよう配慮をお願

いします。また、日によって気温差もあり、服装を決めるのも迷う時があるかもしれませんが、朝夕は上

着を上手く活用したり、半袖や薄手の長袖 T シャツなどで重ね着等行い、調節していきましょう。 

ゴールデンウィーク期間、ご家族でお出かけの予定もあるかと思いますが、ご家族でゆっくり過ごせる

よう、体調にも留意していきましょう。 

 

 

5 月は、4 月からの環境の変化などにより、

疲れが溜まり、眠れない、起きられない、食欲

がない、イライラする、無気力などの症状が見

られることがあります。ひどくなると、外出や

登園もしたくなくなります。 

５月のイヤイヤ期 

5 月のイヤイヤ期の脱出法は？ 

・のんびりお風呂に入って心と体の疲れをとる 

・たくさん身体を動かして元気よくあそぶ 

・睡眠時間をしっかりとる 

・3 食しっかり食べる 

 5 月は頭囲も

測定します。 

(年に 2 回) 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 夜更かしや不規則な生活が、子どもの健康と成長に

おける問題となっています。（夜型の子どもには、キ

レやすい、攻撃的など、問題を起こしやすい傾向があ

ることがわかっています。） 

十分に睡眠をとること、そして朝の光を浴びること

で体内時計は正しく整えられます。さらに、昼間にた

くさん体を動かし、「おなかがすいた」という感覚を

もつことが重要で、子どもの食生活リズムの基礎を作

ります。朝、昼、夜の規則正しい食事の繰り返しがこ

の食生活リズムを助け、幼児期の活動にメリハリを与

えてくれるのです。まずは、生活リズムを規則正しく

整えてみましょう。 

 

子どもの食生活リズムの 

基礎を作る重要な時期！ 

爪はきれいかな？ 

子どもたちは様々な物に触れるため、爪

の中に汚れが入りやすいです。手洗いで落

としきれない汚れは、お風呂できれいに落

してあげましょう。 

また、爪が長いと、どこかに引っ掛けて

欠けたり、かゆいとひっかいてしまった

り、お友だちを傷付けてしまうことにもな

りかねません。おうちで定期的に切ってく

ださるようにお願いします。『爪切り曜日』

を決めておくと良いですね！ 

春先から梅雨の時期は、暑いくら

いの日があれば、肌寒く感じる日も

あり、朝と日中の気温差が大きい日

がしばしばあります。寒いと風邪を

ひきそうで心配になりますが、子ど

もは体を動かすとすぐに暑がるも

の。園には、重ね着ができ、こまめ

に調節できる物を用意して下さい。 

 

鼻水のおはなし 
季節の変わり目やアレルギーなどにより、子どもは鼻水が出やすくなります。鼻水の他に発熱、喉の

痛み、食欲不振、黄色や緑色の粘り気のある鼻水が続くなどの症状があれば病院で診てもらいましょう。 

◎どうして鼻水が出るの？ 
鼻水は体を守るために必要なもので、鼻や喉

についたウイルスを排除するために出るもので

す。また、炎症を起こした鼻の粘膜を守る役目

もあります。 

鼻水が出ていたらティッシュでこまめに拭い

てあげたり、鼻がかめない小さい子は鼻水吸引

器などを使って吸い取ってあげましょう。 

鼻がかめるようになったら・・・ 
 自分で鼻をかめるようになってきた

ら、片方ずつ、軽くかむように習慣づ

けましょう。強くかむと耳を痛めてし

まったり、炎症がひどくなったりする

ことがあります。また、鼻が詰まって

いて出ない時は、水分をこまめにとり、

部屋の湿度を調節しましょう。 


